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令和４年度  

 
１ 街頭補導実施回数   ２０回 

２ 延べ従事補導委員数  ８８人 

３ 相談件数        ０件 

４ 補導した少年数     ０人 

５ 声かけ人数     ３５４人 
 

 

 

3 月 の 補 導 日 誌 か ら 

３月１日（水）                      7班 （Y・F記） 

巡回経路 鼻顔公園 → 平根児童館 → 東児童館 

補導の様子 

今日は、４月の陽気ということで、温かな陽気の中での巡回となった。鼻顔公

園は人けがなく、静かだった。平根児童館は、７名ほどの児童が利用していた。

昨年の 12月には 30名を超える利用者があったが、その数は徐々に減少している

とのことであった。東児童館では、12 名の児童がドッジボールや読書をしてい

た。まだ終息には至っていないコロナ感染症だが、小・中・高校の卒業式では、

児童生徒、保護者、さらに来賓のマスク着用について、さまざまな対応がなされ

ると聞く。インフルエンザの流行で学級閉鎖もある中、児童館でもマスク着用の

対応に頭を悩ませていると聞いた。今月 13 日にはマスクの着用が個人の判断に

ゆだねられ、５月８日には季節性インフルエンザと同じ５類に分類されるようだ

が、コロナ感染の再流行にならないことを願うばかりだ。 

 

３月２日（木）                      17班 （I・K記）    

巡回経路 あいとぴあ → 臼田駅 → 青沼児童館 → 大宮諏訪神社  

→ 川村吾蔵記念館 → 田口児童館 → あいとぴあ 

補導の様子 

時々雪が舞う肌寒いパトロールになりました。移動中には児童と会って会話

をすることができませんでした。青沼の大宮諏訪神社を訪れましたが、神社内

の石灯籠が不安定で、児童が触って石が落下すれば、大きな事故につながりか

ねないと感じました。青沼児童館は、先月くらいから利用児童数が増加してい

るようです。田口児童館では、児童たちがとてもにぎやかに過ごしていました。

館長さんのお話では、「上級生が下級生の面倒をよく見てくれて、とても仲が良

い」とのことです。子どもたちも館長さんにとてもなついていて、微笑ましい

感じを受けました。今後も両児童館共に、コロナが落ち着き、利用者が安心し

て利用できることを期待しています。 

＊ 大宮諏訪神社の石灯籠に関しては、同神社氏子総代と共に現状を確認、

危険性を認識していただき、改善していただけることとなりました。 
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３月３日（金）                      12班 （U・T記） 

巡回経路 生涯学習センター → 野沢中学校 → 私立保育園 → 城山公園 

補導の様子 

野沢中学校の正門前で校長先生と行き会った。県外の中学校で「誰でもいいか

ら人を殺したい」と凶器を持った少年が校内に侵入して、学校の先生にけがをさ

せた事件が大きく報道されていたので、校長先生に校内出入口の施錠について話

を伺った。校長先生は「生徒の安全を最優先として対策を講じる」とおっしゃっ

ていた。城山公園では、10 数名の児童がサッカーをして遊んでいたが、ボール

が池に落ちてしまい、回収できず困っていた。専門補導委員と児童が協力し合い

ながらボールを池から拾い上げた。児童たちはとても喜び、明るい笑顔で「あり

がとうございました」とお礼を言ってくれた。 

 

３月６日（月）                      ８班 （T・T記） 

巡回経路 大型スーパー → ミレニアムパーク → 市民交流ひろば  

→ 近津南公園 → 佐久平浅間児童館 → 小田井児童館 

補導の様子 

今日は暖かい。ミレニアムパーク内では、10 人くらいの高校生がバスケット

ボールをしている。仲のよい友達同士のようである。佐久平浅間児童館へ行く。

玄関を入る前から子どもたちの声が聞こえてくる。窓越しに中が見える。たくさ

んの子どもたちがいて驚いた。館長さんにお話を聞くと、「今日は少ない方で、

いつもは 70 人くらいいるかな」とのこと。人数が多いのでコロナ禍で大変なよ

うだ。次の小田井児童館へ。外では 10 人ほどの子どもたちが遊んでいる。中に

入ると右手に板の間があり、１輪車に乗っている。小さい子は１年生２人。５，

６年生の大きい子もいる。みんなうまいものだ。別の部屋ではブロック遊びをし

たり、勉強をしたりしている。20 人くらいの子どもたちがいた。帰り際、あい

さつをするとみんな元気にあいさつを返してくれた。 

 

３月７日（火）                      16班 （I・M記） 

巡回経路 中込駅 → 中込グリーンモール → 橋場公園 → 水上公園  

→ 中込駅自転車置場 → 佐太夫町公園 

補導の様子 

気温は、15℃で春を感じさせる温かさであったが、佐太夫町公園以外の公園に

は人は見当たりませんでした。中込グリーンモールでは、公共空間社会実験とし

て３月６日から 17 日まで、ストリートバスケットボールの“３×３コート”が

設置されていますが人はいませんでした。佐太夫町公園では、小学校高学年の男

子６名がサッカーボールで遊んでいました。今期をもって16班の 

補導委員４名は任期満了で退任となります。専門補導委員の皆さん 

及び補導委員の方々には大変お世話になり、かつ貴重な体験を 

させていただき感謝しかありません。ありがとうございました。 

 

３月８日（水）                      １班 （K・M記） 

巡回経路 大型ゲームセンター → ネットカフェ → ゲームセンター  

→ パチンコ・スロット店 → 曽根公園 → 仙禄湖公園 → パチンコ店 
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補導の様子 

４月並みの暖かさの中での補導活動でした。高校生は春休みに入っていました

が、ゲームセンターなどは、さほど混んでいませんでした。ネットカフェの従業

員さんは、「深夜になると年齢制限があるので、男性店長が声をかけている」と

話をされていました。従業員の方がしっかり対応してくださっていることに安心

感を持ちました。外で遊んでいる子どもたちはほとんどいませんでしたが、私た

ちも危険個所を確認しておく必要を感じました。 

 

３月９日（木）                      20班 （E・M記） 

巡回経路 望月支所 → 望月宿公園（望月歴史民俗資料館） → 佐久良公園 

→ 若駒児童公園 → 布施温泉公園 → 望月支所 

補導の様子 

望月歴史民俗資料館の敷地内にある望月宿公園には人がおらず、資料館の館長

に公園の利用状況をお聞きした。館長は「最近は、利用する児童をほとんど見か

けない」とおっしゃっていた。佐久良公園にも、児童等は見当たらなかった。若

駒児童公園には、母と児童が遊具で遊んでいた。望月児童館では、 

館内の様子を見せていただいた。児童20～30人程がゲーム 

などをして楽しそうに過ごしていた。布施温泉公園では、 

遊具で幼児と祖母と思われる人が遊んでいた。佐久良公園では、 

児童は見当たらなかった。 

 

３月10日（金）                      13班 （H・M記） 

巡回経路 中込駅 → 佐太夫町公園 → 成知公園 → 中込児童館 

補導の様子 

３月なのに４月下旬の陽気で温かい。中込駅から中込児童館まで歩きました。

途中、梅や黄梅の花が咲いていて、春が間近に感じられました。成知公園では小

学生が４名と、保護者の方が１名。小学生は、サッカーや木登りをして遊んでい

ました。３年生という子に「宿題終わったの」と聞くと「まだ」と答えてくれま

した。児童館では、館長さんからお話をうかがいました。52 名が利用していて、

外では 20 名くらいが元気に遊んでいました。コロナ禍でずっとマスク生活だっ

たのですが、児童館では、マスク生活も３月いっぱいで終わりとのことでした。 

 

３月 13 日（月）                      ９班 （U・M 記） 

巡回経路 生涯学習センター → 城山公園 → 原公園 → 中嶋公園 → 泉児童館 

補導の様子 

午前中は雨が降り、昨日までの暖かさに比べて、肌寒い日となった。生涯学習

センター自習室では、高校生が一人黙々と勉強していた。学習するのによい環境

ができたと思った。城山公園では、小学生が 12～13 名、自転車に乗ったり、あ

ずまやで遊んだりしていた。近くに行くと、子どもたちの方から「こんにちは」

と元気にあいさつしてくれた。原公園、中嶋公園に人影はなかった。泉児童館で

は、38 名の利用があり、庭では大勢の子どもがキックベースボールで寒さに負

けずに遊んでいた。今日からマスクの着用が個人の判断となり、また元気な子ど

もの姿を見ると、日常がもどりつつあると感じた。 
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３月 14日（火）                     ２班 （M・N記） 

巡回経路 大型スーパー → 市民交流ひろば → ミレニアムパーク → 佐久平駅 

→ ねむのき公園 → 大型スーパー内ゲームコーナー・フードコート 

補導の様子 

寒い日が続いていましたが、一転して春の陽気となり、外出が楽しみになりま

した。近隣の小中学校も卒業式を間近に迎えるころと重なり、市中に活気が戻っ

た気がします。市民交流ひろばの芝生部分では、４人の女子児童がサッカーを楽

しんでいました。あいさつをすると元気な声が返ってきました。遊具のある場所

では、小さなお子さん連れの家族姿がありました。ねむのき公園では、紅梅が咲

き、その近くでは５人の男子中学生が談笑しており、声かけをおこなうと、「進

学先も決まっている」と姿勢正しく受け答えしてくれました。 

 

３月15日（水）                     ３班 （I・S記） 

巡回経路 大型スーパー（ゲームコーナー） → 砂田公園 → 市民交流ひろば 

→ 近津南公園 → 枇杷坂公園 → 若宮公園 

補導の様子 

春休みに入ったためか、大型スーパーのゲームコーナーは、非常に多くの子

どもたちの姿が見られました。また、大型スーパーの来店客も多いと感じまし

た。天気がよく温かい日であったので、市民交流ひろばは大勢の 

親子連れでにぎわっていました。プレイサークルでも、中高生が 

グループでバスケットボールやスケートボードを楽しんで 

いました。今日はどの場所でも多くの子どもたちが遊んでいる 

姿を目にすることができ、温かい春の訪れを感じました。 

 

３月17日（金）                     ４班 （K・M記） 

巡回経路 浅間会館 → 小田井児童館 → 佐久インターウェーブ → 仙禄湖公園 

→ 佐久流通業務団地 → フレスポ佐久インター周辺 

補導の様子 

肌寒さを感じる早春の午後、浅間会館周辺には児童の姿は全くなく、車で小

田井児童館訪問、佐久インターウェーブ周辺の大型店訪問、新しく造成された

佐久インターチェンジ周辺の住宅街、道路事情の視察、公園等を視察した。造

成地に新築されている住宅に敷設される道路は、道幅も狭く曲がりくねってお

り、災害・火災に対応できるか一抹の不安を感じた。 

 

３月 20日（月）                     14班 （T・Y記） 

巡回経 中込グリーンモール → 横町公園 → 橋場公園 → 成田公園 

→ 学童保育 → 成知公園 → 佐太夫町公園 → 水上公園 

補導の様子 

良く晴れて、ポカポカ陽気だった。グリーンモールの駐輪禁止の看板の前に、

自転車が 16 台駐輪されていた。グリーンモールのフリースペースに利用者はい

なかった。新設されたバスケットコートに４人の児童が遊んでいた。橋場公園

では年配の男性が、２人の子どもを遊ばせていた。成田公園には利用者がいな

かった。学童保育は、15 人の児童が利用していた。春休み中のため、午前７時

半から午後 7 時頃まで開いているとのことであった。成知公園では、９人の児
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童・生徒が遊んでいた。トイレはきれいであった。佐太夫町公園では、小学生

５人が遊んでいた。水上公園の利用者はなかった。 

 

３月22日（水）                     10班 （S・T記） 

巡回経路 生涯学習センター → 城山公園 → 原公園 → 中嶋公園 → 岸野児童館 

補導の様子 

生涯学習センターの学習室は、春休み中でもあり、たくさんの中高生が学習

していました。城山公園は、中学生３名、小学生 12 名（うち女子３名）が主に

サッカーをやり遊んでいました。原公園は、女子中学生 1 名が自転車で遊びに

来ていました。中島公園は大人１名がマレットゴルフをしていました。岸野児

童館は、小学生の女の子２名が庭で遊んでいました。今日は７名ほど来たとい

うことだが、８時ごろから来て16時には帰ったということでした。 

 

３月23日（木）                     19班 （S・Y記） 

巡回経路 浅科支所 → あさしな児童館 → 浅科図書館 → 五郎兵衛記念館 → 浅科支所 

補導の様子 

あさしな児童館では、毎日 25～26 名が利用していて、コロナが落ち着いてき

たので利用者が増加してきている（館長さんのお話）。子どもたちの元気に遊ぶ

声が聞こえました。浅科図書館では、数名の利用者がいました。学習室では女子

２名が勉強していました。館の人の話では、小学生は保護者と来る子が多く、 

中学生は友達と来るようです。隣のホールが工事中で使えない 

ため、ホールに来たついでに寄る人がいないので、利用者は 

やや少ない状況が続いているとのことでした。五郎兵衛記念館 

では、地域の子どもが時々ブランコや回転ブランコで 

遊んでいるようです。『関所破りの桜』が咲くころは、 

道路まで車で一杯になってにぎわうそうです。 

 

３月24日（金）                     ５班 （K・T記） 

巡回経路 大型スーパー → 市民交流ひろば → ミレニアムパーク → 近津南公園 

→ 枇杷坂公園 → 若宮公園 → 大型スーパー内ゲームコーナー 

補導の様子 

天候は曇りでした。春休みのためか、大型スーパーのゲームコーナーや市民交

流ひろばでは、多くの親子が楽しそうに遊んでいて、大変にぎやかでした。その

他の公園では、少数の親子や小学生が友達とゲームをしたり、談笑したりして、

それぞれの時間を満喫しているようでした。また、若宮公園には、３人の小学生

が野球をして遊んでいました。ＷＢＣで日本代表が大活躍したことが影響してい

るのかもしれません。今回は最後の補導活動になりましたが、私自身、多くの学

びや発見がありました。また、少年センターの職員、専門補導委員、各地区補導

委員の方々には感謝に堪えません。 

 

３月27日（月）                     ６班 （M・Y記） 

巡回経路 大型スーパー → 市民交流ひろば → ミレニアムパーク  

→ 佐久平駅 → 大型スーパー内ゲームコーナー 
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補導の様子 

今年は、例年より桜の開花が早いようです。本日(３月 27 日)は、『桜の日』と

いうことですが、風が冷たく浅間山は雪化粧していました。そんな中、３月最後

の補導活動を実施しました。市内の小学校が春休みに入り、数多くの親子が明る

く楽しそうに広場やゲームセンターで過ごしている姿は微笑ましい光景でした。

『元気が一番です』。市民交流ひろばに設置されている６歳から 12歳が利用でき

る遊具で、数人の男子中学生が追いかけっこをしており、幼児と接触すれば大け

がをしてしまうような危険な状態でした。中学生に注意すると素直に聞き入れて

くれ、とても爽やかな気持ちになりました。 

 

３月 28 日（火）                     11 班 （K・T 記） 

巡回経路 生涯学習センター → 県民佐久運動広場 → 野沢児童館 → 原公園 

補導の様子 

生涯学習センターの『つどいの広場』に行くと、にぎやかな声が聞こえ、学生

たちが３～４名のグループに分かれて『学生たちが考えたゲーム』を楽しんでい

ました。学習室では、高校生くらいの生徒 12 名が静かに勉強をしていました。

野沢児童館では、45 名の児童が来館し、独楽（コマ）回し、読書、宿題やボー

ル遊びをしている児童、外では８名くらいの児童が職員と一緒にスコップを使っ

て花壇を作っていました。春休みということもあったのか、巡回の移動中に子ど

もの姿を見ることはなく、公園で遊んでいる子どももいませんでした。 

 

３月29日（水）                     15班 （K・T記） 

巡回経路 成知公園 → 成田公園 → 橋場公園 → 水上公園 → 佐久城山児童館 

→ 佐久総合運動公園 → 平賀新町公園 → 横町公園 

補導の様子 

成知公園は、20 名ほどの利用者でにぎわっていた。野球、サッカー、遊具な

どで楽しんでいる様子がうかがえた。水上公園では、中学１年の兄と小学４年の

妹に声をかけた。佐久城山児童館には、巡回時 30 名程の児童が思い思いに遊ん

でいた。当日は、60 名ほどの子どもが児童館を利用していると伺った。春休み

の児童館開館時間は長くなり、スタッフの皆さんのご苦労が身に染みた。平賀新

町公園では、１組の親子連れが遊んでいたが、他に公園に子どもの姿はなかった。 

 

３月30日（木）                     18班 （S・H記） 

巡回経路 臼田交番 → 切原児童館 → 稲荷山公園 → 下の宮公園 

→臼田交番 

補導の様子 

桜のつぼみが膨らみ、春の訪れを感じる穏やかな日に、最後の街頭補導活動を

行いました。切原児童館は春休み中でしたが、利用している児童は 

８名と少なめでした。稲荷山公園では、バトミントンを楽しむ 

中学生の姿や親子連れや祖父母と孫が遊具で遊ぶ姿が見られ 

ました。下の宮公園では、野球をしている児童と大人の方が 

いたり、ゲーム機で遊んでいる児童がいたりしました。大人は 

ご近所の方で、地域の子どもを温かく見守る姿を感じることが 

できました。 
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≪３月の補導を終わって 専門補導委員≫ 

「春はあけぼの・・・」～清少納言は枕草子でそう語りました。たしかに明けゆく春の空には心

惹かれますが、春は・・・。ここはやはり桜といきたい。今年の桜は、例年になく早い開花を迎え

ました。佐久市内にも数多くのお花見スポットが存在します。先月下旬に街頭補導で訪れた浅科地

区の五郎兵衛記念館では、館長さんが「関所破りの桜」の開花に気をもんでおられました。日本人

は、春の桜に特別な感情を持っているようです。 

「問」･･･「桜はどうしてこれほど日本人に愛されているの？」 

「答」･･･「桜が日本人に愛される理由は、その美しさや儚さ、そして季節感にあります。桜の花

が咲く春は、日本の冬が終わり、新しい季節が始まることを告げる象徴的な時期です。この季節は、

多くの人々が新しいスタートを切ることができるという期待や、春の爽やかな気持ちを感じられる

という期待があります。また、桜の花びらが散る様子は、非常に美しく、儚く、瞬間的な美しさを

表しています。この桜の美しさと儚さは、日本人の美意識に深く根付いており、芸術や文学など

様々な分野に影響を与えてきました。さらに、桜は日本の伝統的な行事の一つである花見の象徴と

しても知られており、多くの人々が家族や友人と一緒に桜を楽しむために公園や神社を訪れます。

このように、桜は日本の文化に深く根付いた存在であり、多くの人々に愛される理由があります。」 

上記の「問」とその「答」は、最近話題のＡＩ（人工知能）ツールChatGPTを使って作成しまし

た。「なるほど」と感心させられる回答ではありませんか・・・。瞬く間にこうした文章を作成して

くれるツールの登場に、驚きとともに空恐ろしさすら覚えます。詩や小説まで書いてくれるという

ChatGPTですが、「春はあけぼの やうやう白くなりゆく山ぎは少し明りて紫だちたる雲の細くたな

びきたる」 清少納言の繊細な春の情緒を、このＡＩはどれだけ理解してくれているのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度の補導活動が終了しました。この間、街頭補導活動・環境浄化活動・

啓発活動等に関わっていただいた補導委員の皆様には心より感謝申し上げます。 

コロナ禍の厳しい状況ではありましたが、皆様のご協力により、青少年健全育成

の目標達成に大きく近づいたと確信しております。 

皆様のご健康とご活躍をお祈り申し上げ、お礼の挨拶とします。 


